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京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす 
令和６年度事業報告（年間） 

【ゆめあすの概要】 

京都市のひとり親家庭支援の拠点として、ひとり親家庭が抱えるさまざまな課題に対し

て、ケースごとに個別の支援メニューを組み合わせ、きめ細やかに対応することで、総合的

かつ包括的な支援を行っています。 

社会的・経済的に困難を抱える母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦を対象に、生活や就

労に関する相談、就業支援講座・セミナーの開催、支援施策や就業情報の提供などを通じ

て、継続的な支援を実施しています。また、当事者の自己決定を尊重し、エンパワメントを

重視した温かな支援を心がけています。さらに、精神的なストレスを抱える親子のための

居場所づくりや、ピアサポートを目的とした交流会も開催しています。 

ゆめあすの中核事業は、ひとり親の就労と生活の自立を支援する「就業・自立センター

事業」です。母子家庭等の状況や職業適性、就業経験に応じて適切な助言を行う就業相談、

必要な知識や技能を身につけるための就業支援講座・セミナーの開催、ハローワークなど

職業紹介機関と連携した就業情報や相談機会の提供などを通じて、包括的な支援を提供

しています 

【ひとり親家庭支援施策】 

こども家庭庁（令和 5年 4月発足）は、ひとり親家庭の自立と子どもの健やかな育成を

支援するため、以下の 4本柱を中心に施策を展開しています。 

1. 子育て・生活支援 

2. 就業支援 

3. 養育費確保支援 

4. 経済的支援 

こども家庭庁が司令塔となり、厚生労働省、文部科学省、国土交通省などの施策を包括

的に束ね、一元化を目指しています。これらの支援を、京都市の実情に即して実現するた

めの中心的な施設が「京都市ひとり親家庭支援センター ゆめあす」です。ゆめあすでは、ひ

とり親家庭が抱える仕事・子育て・法律問題・生活全般の悩みや相談に対応しています。就

職支援講座・セミナー、交流イベント、フードパントリー、着物やスーツの貸し出しなど、就

労・生活の両面で役立つ多様な支援を提供しています。 

【ひとり親家庭の経済的現況】 

   「令和 3年度全国ひとり親世帯等調査によると、母子世帯の母の平均年間就労収入は

前回の平成２８年度調査（200万円）と比較して増加しているものの ２３６万円（パート・

アルバイト等では １５０万円）にとどまっている。また、令和４年国民生活基礎調査による

と、こどもの相対的貧困率は 11.5％となっており、前回調査（平成２９年） と比較して改

善している。ひとり親世帯の相対的貧困率も前回調査と比較して改善しているが、4.5％

と高く、依然としてひとり親家庭が厳しい状況に置かれている。」 

 「ひとり親（母子）では 200万未満が 25.4％、200～300万円未満が 25.0％とな

り、合わせて 50.4％、さらに 300～400 万円未満を含めると７１．9％となる。」    
※令和４年国民生活基礎調査 年間所得分布（所得は令和３年値）。令和６年度子ども・子育て支援
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等推進調査研究事業 「ひとり親家庭等の家計の収支状況等に関する調査研究」三菱 UFJ リサーチ

＆コンサルティング政策研究事業本部 

【ゆめあすの重点活動ポイント】 

1.包括的支援：経済的、心理的、教育的、社会的な支援をバランスよく提供し、ひとり親家

庭の多角的なニーズに応じた支援を行う。 

2.持続的サポート：一過性の単発支援ではなく、長期的なサポートを心がける。定期的な

フォローアップや、支援内容のモニタリング更新を適宜実施。 

3.人権とプライバシーの尊重：支援を受けるひとり親が安心して相談することができるよ

う、人権とプライバシーに配慮した福祉サービスの提供を図る。 

 

■ひとり親家庭の自立に関する重点ポイント。 

・就業支援の強化（就労相談・就職支援講座・就労支援セミナー・ハローワークとの連携） 

・非正規雇用の改善（キャリアアップのための資格取得、キャリアカウンセリング実施等） 

・養育費の確保（離婚時の取り決め・公正証書・調停、法律相談・支払い履行策等） 

・孤立防止、情報交換、ひとり親同士の交流（社会資源との切れない関係作り、同じ立場の

人との交流、レクリエーション、気軽に相談できる環境の整備） 

・子育てと教育支援（各種奨学金ナビゲーション、地域の学習会や居場所作り活動の紹介）    

 

■ゆめあすの支援アプローチ 

【信頼関係の構築】 

安心できる雰囲気作りとプライバシーが守られる環境で対応します。 

【背景や多様性への理解】 

経済的困難だけでなく精神的な負担にも配慮し孤立感や不安感にも配慮します。 

離婚、死別、非婚など、個別性や背景に応じて自立支援の方向性を一緒に探します。 

【制度や支援策の適切な案内】 

公的支援制度の案内と就労支援情報、教育・奨学金などの各種情報を適切にアップデ

ートして対応します。 

【地域資源とのネットワーク連携】 

各種専門機関、NPO、ボランティア団体、民間団体含めて必要な支援につなげます。 

【相談者の自己決定と主体性を尊重】 

本人の意思を尊重し、「一緒に考える」姿勢で対応します。自己決定を尊重し、希望に

添った選択肢を共に考えます。 

【子どもの視点を大切にします】 

子どもの生活や心のケアも視野に入れた対応を心がけます。親への支援が子どもの

福祉に直結することを意識した対応を行います。必要に応じて、学校との連携も検討し

ています。 
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就業・自立支援センター事業 
令和 6年度（2024年度）相談事業報告 就業相談 

 
 

【就業相談 事業目的及び実施状況】 

ゆめあすでは、就業・自立支援センター事業の一環として就業相談を実施しています。 

ひとり親家庭においては、育児と家事、仕事をひとりで担うため、生活環境による制約 

を受けたり、労働条件面で必要な要件が整わないことが少なくありません。 

そのため、生活環境や家庭状況の丁寧な聞き取りと就業に関する阻害要因の把握に努

め、適切な助言と支援を行うよう努めています。 

ひとり親家庭が利用できる、「高等職業訓練促進給付金」「自立支援教育訓練給付金」等

の給付事業の案内、起業や在宅ワークといった自営・副業をめざす人向けの幅広いキャリ

ア支援情報、キャリアにマッチした求人情報、就職支援講座・セミナー情報を、相談者の状

況に応じて提供しています。 

「ゆめあすハローワーク巡回相談」は、就職支援ナビゲーターとゆめあすが連携し、相談

者のニーズや状況に応じたきめ細かな就業支援を毎週１回実施（児童扶養手当受給者対

象）、個別就労支援を基本とした相談会を実施しています。 

また、令和６年度より「マザーズハローワーク」と連携し、「離婚を考えている人」も巡回

相談（毎週１回）が利用できるようになりました。※離婚前、遺族年金受給等の児童扶養手

当非受給者が対象。 

 

・自立支援プログラム事業について 

就業相談の柱である「自立支援プログラム策定事業」は、離婚を考えている人も含み、児

童扶養手当受給者等を対象として、希望者に対し自立支援のための個別プログラムを策

定しています。 

プログラム策定に当たっては、個別面接の実施を通じて、①本人の生活状況、就業への

意欲、資格取得への取組等について状況把握②個々のケースに応じた支援メニューを組

み合わせた自立支援プログラムを策定③プログラムに沿った支援状況を継続的にフォロ

ー④プログラム策定後、支援終了し自立した後もアフターケアを実施。安定した生活環境

の確保を優先し、その上で継続して就業できるよう支援に取り組んでいます。 

令和６年９月より、自立支援教育訓練給付金事業の申請にあたり、自立支援プログラム

策定が必須となりました。プログラム策定のために詳しくお話を伺うことで、他に利用で

きる支援や情報などを幅広く提供できる機会につながりました。 

令和３年９月からスタートした『住宅支援資金（ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付

事業）』は、自立に向けて意欲的に取り組むひとり親家庭の親に対し、家賃相当額を貸付す

る事業です（上限有り）。自立支援プログラムの目標達成と、その状態を一年間継続するこ

とにより、貸付金が償還免除となる制度で、利用希望者も徐々に増えています。  
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【就業相談支援実施状況】 

A 相談種別・世帯状況別相談件数 

就業 母子 寡婦 未婚 既婚  父子 不明 計 

電話 394 26 29 68 17 11 545 

面接 155 20 10 25 3 1 214 

メール 87 5 0 2 2 0 96 

計 636 51 39 95 22 12 855 

相談種別では、約６４%が電話相談、25%が来所、11％がメールによる相談。 

電話相談件数（前年度比 120%）およびメール相談件数（前年対比 185%）が増加、コロナ

後の社会活動停滞の余波の影響からか、面接相談件数は前年度比 85%と減少した。 

世帯状況別では、母子が 74％を占めており、次に既婚が 15％となっている。 

B 年齢別相談件数 

年齢

（歳） 

20未

満 

20－

24 

25-

29 

30-

34 

35-

39 

40-

44 

45-

49 

50-

54 

55-

59 

60以

上 
不明 

件数 0 1 21 67 165 133 143 139 64 18 104 

年齢別にみると、３５歳以上３９歳未満が１６５件と最多となった。４０歳から５４歳までそれ

ぞれ１４０件前後となり、３５歳から５４歳までが最も利用が多い年齢層となった。 

C 行政区別相談件数 

行政区 北 上京 左京 中京 東山 山科 下京 

件数 61 75 184 101 9 76 40 

行政区 南 右京 西京 伏見 京都市以外 不明 合計 

件数 55 68 65 72 13 36 855 

左京区が１８４件と最多、中京区が１０１件と続く。最も少ない東山区は９件。 

D 新規相談経路 

経路 
福祉事務

所 

チラシ・

パンフ 

ホームペ

ージ 
他事業 特別相談 

講座・セ

ミナー 
連合会 家族親族 

件数 29 7 ５２ 0 0 0 1 4 

経路 
知人・友

人 

ハロー

ワーク 

京都市の

他施設 

京都府の

他施設 

市民しん

ぶん 
他 不明 合計 

件数 1 １６ ０ 2 21 0 30 163 

ホームページを見た、という新規の方が５２件と最も多く、区のはぐくみ室からの紹介２９件及び市

民しんぶんを見ての利用２１件と続く。 
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Ｅ  相談内容別相談件数（一般相談と重複あり） 

内容 就職 転職 資格 キャリア相談 
労働問題・仕

事の悩み 

育児相

談 

教育相

談 

住居相

談 

件数 255 201 245 253 125 55 359 199 

内容 

自立

支援

プログ

ラム 

債務・借

金問題 
生活困窮 ひとり親施策 児童扶養手当 養育費 

親子交

流 
DV 

件数 170 285 89 119 17 59 45 39 

内容 離婚 調停 
センター

問合せ 
親族トラブル 心身の不調 未婚 

給付金・

奨学金 
その他 

件数 95 29 74 18 199 26 15 1 

就業相談では、相談者がかかえる多くの生活上の問題が就労形態や収入目標に深く関連している。そ

れらを総合的に把握することで、自立目的の就労だけでは解決しきれない幾層もの問題が浮かび上が

ってくる。就労相談時に子どもの教育相談をするケースが３００件（３８％）を超え、就労と教育問題が密

接に結びついていることがわかる。また、心身の不調に関する相談が２００件近くあり、ひとりで世帯の

収入を支え、家事と子育てに向かうストレスが心身に大きな影響を与えている様子がうかがわれる。 

子どもの不登校については、子の年齢によって親の就労時間制限を必要とするケースも多い。また、

養育費の不払いは生活費や教育費の不足となって教育環境の悪化につながる。ひとり親家庭施策を利

用し資格取得に取り組む事例では、本人の学習環境の確保やこどもの生活環境への影響などに留意し

つつ支援を実施している。 
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就業・自立支援センター事業 
令和 6年度（2024年度）相談事業報告 一般相談 

 

【一般相談 事業目的及び実施状況】 

ひとり親家庭においては、育児と家事、仕事をひとりで担うため、生活環境による制

約を受け、労働条件面で必要な要件が整わないことが少なくありません。そのため、家

庭状況の丁寧な聞き取りや就業への阻害要因の把握に努め、仕事以外の生活面におい

ても適切な助言と支援を行うよう努めています。 

総合的な相談窓口として、電話・対面・メールにより個々のひとり親家庭の状況に応じ

た以下の内容の支援を行っています。 

① ひとり親家庭の生活、その他の問題に関する相談支援 

② 住宅、子育て、就業など生活基盤上の諸問題に関する相談支援 

③ 離婚直後など、地域で安定した生活を営むための精神的支援 

④ 親子関係、児童の養育や教育に関する諸問題に関する相談支援 

⑤ 環境的な原因又は親子の性格に起因するもの等精神的、身体的な問題を抱える者

への相談支援と社会資源の案内 

⑥ ひとり親家庭等の生活の安定と自立に必要な支援 

⑦ 児童扶養手当の受給、生活費、養育費、教育費、医療費等、経済上の諸問題や債務等

による経済的困窮に関する相談支援等 

⑧ 他の福祉機関、保健、医療等の関係機関との連携・調整 ほか。 

 

【一般相談の内容について】 

今年度の相談件数合計１０４２件の約６割強が電話相談、約２割が来所による相談とな

りました。令和５年度と比較すると、電話相談件数１０２%、面接相談件数７４%、メール相

談件数１３６%となり、面談の比率が下がっていることが分かります。その要因として、デ

ジタル時代におけるモバイル端末の普及により、個人のプライバシーが確保できる環境が

整い、都合の良い時間に電話やメールにより相談できるようになったことが第一に挙げら

れます。 ※複雑な内容の案件については、対面による相談をおすすめしています。 

 

世帯状況別にみると、母子家庭からの相談が全体の６割と最も多く、次いで既婚者から

の離婚相談が約２割を占めています。さらに未婚、寡婦、父子と続き、世帯状況別の比率

は前年度とほぼ同じ水準となっています。 

相談内容別では、育児・子育てに関する相談が最も多く４６０件（41％）。次いで相談者

自身の心身の不調に関連する問題２２９件（２２％）と多くなってきています。さらに離婚問

題１９５件（１９％）、住居問題１９５件（１９％）と続きます。育児・子育て相談の子どもの対象

年齢は多岐にわたっており、乳幼児から高校・大学生、独立した子どもまで、幅広い年齢層

で相談が寄せられています。また、離婚による環境変化などで子どもが不安定な状態にな
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り、その後の反抗期の言動や不登校につながるなど、離婚が子どもに与える影響の大きさ

がうかがわれます。 

住居の相談では、離婚時に小学校や中学校の子どもがいるケースでは、学習・生育環境

の変化を心配し、そのまま住み続けたい、学区内で引越したいと望む人が多く、地域に公

営住宅がない、もしくは申し込んでも抽選から外れる、民間は家賃が高いなどのミスマッ

チが起こりやすい状況があります。京都市内には民間団体が運営するひとり親シェアハウ

スがあり、情報交換等を行っています。今後も民間団体との幅広い連携を行いつつ、引き

続いてひとり親家庭福祉につながる情報収集を実施していきます。 

最近の急激な物価高を反映し、経済に関する相談が前年度より３.７倍と顕著に増加し

ています。就業するのが難しいケース（子どもの不登校、本人の病気や障害など）や、生活

保護を受給しているが生活費が足りないといった相談、食糧支援を希望する相談などが

目立ちました。居住地域のこども食堂や、民間団体の食料支援活動などの社会資源を案

内し、各専門機関と積極的に連携を図りました。 

【一般相談支援実施状況】 

Ａ 相談種別・世帯状況別相談件数 

一般相談 母子 寡婦 未婚 既婚 父子 不明 計 

電話 420 34 36 139 26 13 668 

面談 148 22 15 41 6 1 233 

メール 122 4 3 5 5 2 141 

計 690 60 54 185 37 16 1042 

相談総件数は、令和５年度比 97%。 

いずれの相談手段においても、母子家庭の利用が多く（66％）、次いで既婚者となっている

（18％）。父子家庭の利用はやや増加がみられて２６件となり、令和５年度比１０３％となった。 

Ｂ 相談内容別相談件数（就業相談との重複あり） 

内容 離婚 養育費 親子交流 
児童扶養

手当 
子育て 住居 心身不調 DV 

件数 195 136 95 35 460 195 229 60 

内容 債務 経済 
給付・奨学

金 

親族の悩

み 

ひとり親

施策 
問合せ その他  

件数 86 154 54 22 35 133 15  

内容別で最も多かったのは、子育てに関連するもので４６０件（41％）。その内容は教育（学

習・費用・指導）、養育・子育て環境、障害等を含んで多岐に渡る。心身不調の訴え・相談も多く、

主に精神の不調や疾患に関するもので２２９件（２２％）。相談者本人、子どもの不調も含み、う

つや適応障害、発達障害・知的障害、PTSD、不登校等の内容を含む。養育費相談（令和５年度

比１１８％）、親子交流（同１０８％）ともに増加しており、共同親権導入前の不安感を反映してい

ることがうかがわれる。 
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令和6年度（2024年度） 京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす
 無料弁護士相談報告

① 相談件数

5日 19日 8日 22日 7日 21日 4日 25日 1日 15日 5日 26日 3日 17日 7日 21日

1 2 3 4 1 3 1 3 2 2 4 3 3 3 4 3

3日 17日 16日 6日 20日 6日 20日

3 2 3 4 3 2 2

②相談者の種別・行政区別相談件数
北 上 左 中 東 山 下 南 右 西 伏 その他 計

2 2 5 5 0 1 0 2 1 1 1 0 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5

7 2 8 4 0 1 1 0 2 5 1 0 31

0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 6 14 9 0 2 1 2 7 6 4 0 61

③年齢別相談件数
10代 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60以上 不明 計

0 0 2 0 4 3 5 2 4 0 0 20

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 5

0 0 3 2 6 10 4 2 4 0 0 31

0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 5 3 11 14 10 7 8 2 0 61

④内容別相談件数
母子 未婚 既婚 寡婦 父子 計

0 0 26 0 0 25

7 5 17 3 0 32

5 1 13 0 0 19

5 1 7 2 0 15

5 0 3 0 0 8

3 1 1 0 0 5

25 8 67 5 0 104

⑤相談経路
母子 未婚 既婚 寡婦 父子 計

0 2 0 2 0 4

0 1 1 4 0 6

0 0 0 0 0 0

0 3 0 4 0 7

0 8 1 10 0 19

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 2 1 4 0 7

0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 3 1 2 3 9

0 1 1 4 1 7

0 20 5 31 5 61

⑥相談者の子の人数

0 1人 2人 3人 4人 その他 不明 計

母子 0 7 12 2 0 0 0 21

父子 0 0 0 0 0 0 0 0

未婚 0 3 1 0 0 0 0 4 2

既婚 0 16 9 4 0 1 1 31 4

寡婦 0 2 3 0 0 0 0 5 55

計 0 28 25 6 0 1 1 61 61

１．裁判中

２．調停中

３．その他

計

9月 10月 11月

内訳

4月 5月 6月 7月 8月

１2月 １月 2月 3月

年間累計 61

未婚

母子

父子

未婚

既婚

寡婦

その他

計

母子

父子

計

既婚

寡婦

その他

計

離婚前相談

養育費

法律（経済）

法律（その他）

育児・生活

その他

就業相談

福祉事務所

ひとり親応援パンフ

子育て応援パンフ

ひとり親センターチラシ

ホームページ

ゆめあす通信

連合会

ファミリー

就職準備セミナー

パソコン講座

計

知人友人

親兄弟

市民しんぶん

その他

不明

【事業概要】

離婚・養育費・親権・財産・住宅・慰謝料・親子交流など、

ひとり親家庭の抱える法律問題について、家事紛争に詳し

い女性弁護士が無料で相談対応を行います。1回ひとり

30分枠、年間92回以上実施、1 日当たり 4件の相談に対

応しています。原則的に月２回実施（月によって土曜実施

有）。近年、経済・養育費・面会交流問題を中心に、既婚者

からの離婚前相談が約半数を占める傾向で推移しており、

有責配偶者、モラハラ、一方的な離婚要求や協議内容など

の相談が多く寄せられています。また、離婚協議、調停開

始時の必要項目の内容確認や手続き、不利にならない交

渉の進め方、養育費の不払いや滞納への強制執行や額の

変更要求に伴う調停等の対応などについての助言を得る

事ができます。また、住宅ローンや遺産相続、面会交流の

進め方などの相談にも応じており、法律の仕組みを知るこ

とで問題解決を図ることができる機会として活用すること

ができます。

【相談の進め方】

30分という相談時間の中で内容の濃い相談となるよう、

事前に相談内容を時系列で簡潔なメモにして持参される

ようアドバイスしています。また、各日毎に担当弁護士が交

代するため、相談後アンケートを取り、相談者の意見を集

約し要望として伝えています。
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京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす 

 

令和 6年度（2024年度） 就職準備セミナー事業報告 
 

 

【事業目的及び実施状況】 
就職・転職に必要な技術の習得、自己啓発等を行うことを目的として開催しています。就労経験

が少く、離婚後、パソコンスキルに不安を抱え、何から手をつければ良いかと悩んでいる、コミュニケ

ーションや対人スキルに自信がない、ビジネススキルの向上を通じて収入アップを図りたいなど、

様々な要望に応えるため、専門知識を持った講師陣による講座を開催。今年度 12回のセミナーを

実施しました。就労と増収に結びつくテーマの他に、今年度は話題性の高い ChatGPTについて知

るセミナーも開催しました。 

 

◆申込参加状況・保育状況 

 

 

 

 

 

セミナー名 開催日 曜日 時間 場所 申込人数 参加人数 託児申込 託　児 保育士

１回 ひとり親家庭のマネープランセミナー 6月22日 土 13:30-15:30 ゆめあす 19 11 3 2 1

２回 在宅ワークの基本 7月6日 土 13:30-15:30 ゆめあす 18 7 0 0 0

３回 ChatGPTを知ろう 7月21日 日 13:30-15:30 ゆめあす 23 20 1 1 1

４回 簿記入門講座 11月10日 日 10:30-16:30 ゆめあす 19 17 8 7 3

５回-1 日商簿記３級体験講座（全2回連続講座） 11月17日 日 11:00-16:30 ゆめあす 14 11 7 5 3

５回-2 　　　　〃 11月24日 日 10:30-17:00 ゆめあす 14 9 7 4 3

６回
事務処理UP↑ポイントセミナー
①Word

12月8日 日 10:30-12:30 ゆめあす 18 11 1 0 1

７回
事務処理UP↑ポイントセミナー
②Excel講座

12月8日 日 13:30-16:30 ゆめあす 18 11 1 0 1

８回 調剤事務入門セミナー 1月11日 土 10:30-12:00 ゆめあす 12 8 2 2 2

９回 医療事務入門セミナー 1月11日 土 13:00-15:30 ゆめあす 14 10 3 3 2

10回
仕事に役立つExcel講座
①IF関数で条件処理

3月23日 日 10:30-12:30 ゆめあす 21 11 5 5 2

11回
仕事に役立つExcel講座
②VLOOKUP関数

3月23日 日 13:30-15:30 ゆめあす 21 12 5 5 2

12回
仕事に役立つExcel講座
③データベース

3月30日 日 13:30-15:30 ゆめあす 22 13 4 4 2

233 151 47 38 23合　　計
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京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす 

 

 

◆参加者居住区 

   

 

◆参加者年齢層 

 
 

 

◆各セミナー内容詳細 

 

第１回 ひとり親のためのマネープランセミナー 

ひとり親家庭において、今後の生活のためのマネープランを考えておくことは重要なテーマであ

る。本セミナーでは、自身のライフプランを作成し、将来に必要となる費用を把握するとともに、収

入向上のための自己投資や資産形成に関する情報提供を行うことを目的とした。 

セミナーでは、まず自身のバランスシートを作成し、「毎月の生活費」「預貯金」「保険」「投資」など

に分けてお金を管理する方法について学んだ。そのうえで、収入アップに向けて今からできること

や、何に投資することでどのようなリターンを期待するかについて考える時間を設けた。 

「投資」の意味は金融商品に限らず、「将来への投資」という視点から、以下のようなテーマが取り

上げられた 

・資格取得による副業への展開や転職による増収 

・「子どもへの投資」としての通塾による成績向上と奨学金・授業料免除への道 

・NISAなどを活用した毎月の積立による資産形成 

これらの内容について、ファイナンシャルプランナーより具体的かつ実践的な解説がなされた。 

◆参加者の傾向と感想 

参加者の半数以上が４０代であり、子どもの年齢は未就学児から高校生までと幅広かった。 

多くの参加者が「教育費」「老後資金」への不安を抱えており、「家計を見直すことで不安の解消につ

ながった」「ライフプランの更新が必要と感じた」といった前向きな意見が寄せられた。 

今回はオンラインと会場をつないだハイブリッド形式で開催し、今後も継続して開催する予定。 

 

第２回 在宅ワークの基本 

ひとり親家庭にとって、自営型テレワーク（在宅ワーク）は柔軟な働き方が可能であり、関心が高

まっている。本セミナーでは、在宅ワークを始めるために必要な基礎知識や心構えを学び、実際の業

務に対する理解を深めることを目的とした。実際に仕事を始めるための基礎知識や心構えなどを詳

しく解説し、ゆめあす会場と ZOOMによるハイブリット開催とした。 

本セミナーは会場（ゆめあす）とオンライン（Zoom）のハイブリッド形式で開催された。講義では

以下の内容が取り上げられた： 

・在宅ワークのメリット・デメリット 

・具体的な業務例 

・相手先業者の選び方 

・トラブル時の対応方法 

また、講師と直接やり取りができる質疑応答の時間も設けられ、会場では質問用紙、オンラインで

北　区 21
上京区 3
左京区 25
中京区 12
東山区 4
山科区 12
下京区 4
南　区 8
右京区 25
西京区 24
伏見区 12
不明 1
合　計 151

10代 1
20代 4
30代 18
40代 61
50代 62
60歳以上 4
不明 1
合計 151
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京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす 

はチャットを活用した。 

特に強調されたのは、「自営型テレワークは個人事業主であり請負契約である」という立場の理解

と、自分の強みを活かして仕事を選ぶことの重要性である。仲介業者の利用や、リスクの少ない業

務から始める方法など、実践的な内容も盛り込まれた。 

◆参加者の感想 

「とても勉強になった」「収入の選択肢が増え、前向きな気持ちになれた」「在宅ワークを始めてみ

たい」といった声が寄せられた。在宅ワークへの関心は高く、今後も継続実施していく方針である。 

 

第３回 ChatGPTを知ろう 

 

  急速に普及が進む生成 AI（人工知能）についての基本的な知識を学び、実際に体験を通してその

利便性とリスクを理解し、日常生活での活用方法を探ることを目的として実施した。 

本セミナーでは、以下の内容について解説が行われた： 

・AI（人工知能）および生成 AIの基礎知識 

・AIと生成 AIの歴史 

・テキスト生成の仕組み 

・サービスの紹介と活用方法（ChatGPT、Canva、Copilot for Microsoft 365 など） 

・教育現場における生成 AIの活用状況 

・ビジネスシーンへの影響と今後の展望 

 

◆参加者の反応と感想 

参加者は、実際に ChatGPTを使って文章を作成したほか、Copilotを用いてロゴマークやイラ

ストを生成する体験を行った。入力したキーワードに即座に応じて高品質な出力が得られ、完成度

に驚きの声が上がった。 

また、著作権に関する基本的な考え方（原則として生成物の著作権は作成者に帰属すること）や、

無料版と有料版の違い、文部科学省の教育ガイドラインに基づく生成 AI の活用のあり方について

も説明が行われた。子どもが使用する際のポイントについて理解が深まるといった意見も出ていた。 

 

第４回 簿記入門講座 

テキスト：「合格テキスト日商簿記３級」 

簿記の知識がない方向けに、初心者講座として開催。今年度は日商簿記３級合格に向けたテキス

トに変更し、一般企業における実践的な簿記の知識を取り入れ学んだ。簿記の基礎（簿記とは・簿記

の最終的な目的とは）、勘定科目や仕訳・借方と貸方、簿記の５要素、貸借対照表・損益計算書作成

等を学んだ。 

簿記の学習を通じて、「資格を取りたい(3 名)」「転職を考えている(5 名)」「今の仕事に役立てた

い・仕事の幅を広げたい(4 名)」「その他経済的に自立したい(5 名)」などの目標に沿って、最後ま

で取り組めた。「講師から補足説明や別途オリジナル資料があったので理解し易かった」との意見も

多く、次回開催の「日商簿記３級体験講座」への受講希望者は１１名となった。 

 

第５回 日商簿記３級体験講座（全２回連続講座） 

テキスト：「合格テキスト日商簿記３級」・「本試験問題集日商簿記３級」 

対象は、ゆめあす「簿記入門講座」修了者または簿記の基本知識をお持ちの方とした。 

就職に役立てるため、簿記３級に合格できる力を身につける準備講座として位置づけて開催。独

学で合格を目指すためのポイントを学ぶ。財務諸表と簿記の 5 要素（資産・負債・資本・収益・費用）・

期中取引・決算・株式会社会計・証票と伝票等について学んだ。 

基礎である記帳や仕訳の日常の手続きから、商品売買や決算手続きに至るまで、テキストに沿っ

た説明と練習問題を２回に分けて行った。参加者１４名の内、検定試験受験希望者が５名となった。 
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京都市ひとり親家庭支援センターゆめあす 

第６・７回 事務処理UP↑ポイントセミナー ①Word ②Excel 

Word・Excel 共に就業支援パソコン初級講座修了者または同レベルの方を対象に、より実践的

で仕事に役立つ内容を学び、仕事に役立つスキル向上をめざした。 

 

① Word 

日商 PC 検定３級の内容に沿って、企業実務における文章作成など、Word を活用し正しいビジ

ネス文書の作成や取扱いを学び、自身の仕事に活用できるスキルを身につけ、業務の効率化を図る。 

文書作成、データ活用、プレゼン資料といった日商 PC 検定試験の項目や、３級試験の各レベル、

知識科目についての説明後、問題に沿って文書作成や表作成を行った。日商 PC 検定では、文章と

表作成の常識やマナーを前提とした課題作成や、PCやNetなどのハード面の知識を問う出題傾向

など、実技科目と知識科目の範囲を知り、試験対策としても役立つ内容となった。参加者全員が

Wordと Excelの両講座へ参加を希望する講座となった。 

 

② Excel 

日商PC検定３級の内容に沿って、企業実務における表計算など、Excelを活用した表・グラフの

作成、業務データの処理を行い、的確なデータ分析や効果的な資料の作成をめざすともに、IT の利

活用に資する知識・スキルの向上を図り、仕事に活用できることをめざした。 

Word と同様に、日商 PC 検定試験と他の検定試験との比較や実務で必要なスキルの説明があ

った。その後、売上表・集計表・集計グラフ等を作成。データ活用では、粗利益・構成比率・目標達成

率などのビジネスに関する計算の知識や操作だけでなく、PCやネットなどのハード面の知識を問う

知識問題及び実技試験についての説明を受けた。 

 

第８回 調剤事務入門セミナー 

調剤事務の具体的な業務や資格内容について知り、医療事務との違いや就転職のために役立つ

情報と知識を得ることを目的として開催した。 

内容は大きく1.医療保険のしくみ2.医薬分業（院外処方）について（処方箋・領収書・明細書・薬剤

情報提供書・調剤レセプトの発行）3.日常業務の流れ（受付業務・料金計算業務・調剤報酬請求業務）

4.求人例、現場の声 5.スキルについて 6.知識の習得についての説明があった。 

レセプトを使ったミニワークでは薬剤算定の仕方を学び、質疑応答時間には、実際の求人用件は

さまざまであり、資格や経験は必ずしも必須ではないが、経験のある有資格者が優先されるとのこ

とであった。柔軟な働き方が可能で、求人需要が多く、長く働きキャリアを積む事でステップアップ

できるとの説明もあり、調剤事務の仕事と資格取得への理解を深めた。 

 

第９回 医療事務入門セミナー 

本セミナーは、医療事務に関する具体的な業務内容や関連資格について学び、就職・転職活動に

役立つ知識を身につけることを目的として開催した。 

セミナーでは、以下の内容について説明が行われた。 

１．医療保険のしくみ 

２．院内処方について 

３．医療事務の業務内容（受付、料金計算、会計、診療報酬請求、病棟クラーク、診療情報管理、

予約センター、医師事務作業補助、地域連携） 

４．医療機関の分類について 

５．働き方について 

６．必要なスキルについて 

７．知識の習得について 

また、レセプト（診療報酬明細書）を用いたミニワークを実施し、算定の方法を学習。さらに、実際

の求人票をもとに、具体的な就労ケースに即した説明がなされるなど、実践的な内容が盛り込まれ

た。超高齢化社会の進行に伴い、医療事務職の需要が高まっている現状や、経験・実力が評価され

やすい環境であることが説明された。セミナーの最後には医療事務資格取得に関連する質疑応答が
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行われ、資格取得後の進路について、講師の所属する企業における職場事例の紹介があった。社員

の約 9割が 20代から 60代の女性であり、各世代の活躍が見られることなどが紹介され、受講

者の将来設計にとって役立つ情報となった。 

 

第 10・11・12回 仕事に役立つ Excel講座 

ゆめあすの就業支援ワード・エクセル初級講座修了者と同レベルの方を対象に、Excel 関数につ

いてのスキルアップを行い、就職やキャリアアップ、仕事の効率化に活かすことを目的とした。 

 

① IF関数 

IF関数の基本式を理解し複数条件を処理できるようテキストに沿って学んだ。書式や倫理式に使

う比較演算子などの説明と式の入力の仕方の説明を受け、関数のネストなど条件分岐の仕方を理

解、活用ができるようになると、参加者アンケートでは、「説明がとてもわかりやすく、これから仕事

に活かせる」との意見が出ていた。 

 

② VLOOKUP関数を使って条件処理 

検索したデータに該当した行の指定列からデータを取り出す VLOOKUP 関数について学ぶ。デ

ータを検索する関数の中でもっともポピュラーな関数ではあるが、理解しづらい点を解消し活用で

きるようになることを目標とした。 

関数の書式（完全一致・近似値）や入力の仕方など基本説明の後、例題に取り組んだ。氏名や所属

を検索し、表の範囲から検索値で指定した値の求め方や、試験などの合否結果判定については IF

関数ではなく VLOOKUP 関数を使い処理することを学んだ。また、近似値での検索方法や

HLOOKUP 関数についても学んだ。他の Excel 講座同様に参加希望者が多いため、次年度も継

続開催の予定である。 

 

③ データベース 

データベース作成における注意点の説明後、練習用の会員名簿を使用し、フィルター機能での絞

り込みや、売上表を使った並べ替え・抽出・集計などの操作を実践。さらに、集計項目ごとの並べ替

えや優先順位によるソート方法を学び、データ管理スキルを強化した。 

参加者アンケートでは、「Excelの理解が深まり、使うのが楽しくなってきた」といった声が寄せられ

た。 

 

 ◆課題と改善点 

本セミナーおよび講座を通じて、受講者は実務に即したスキルや知識を習得する機会となった。

仕事に役立つ実践的な内容を盛り込み、就職活動や現在の業務に直結する講座をめざした。本格的

な AI時代を前に、ビジネスパーソンとして必要なスキルを身につけ、時代の変化に対応したプログ

ラム内容となるよう配慮した。 

ゆめあすのパソコン講座利用者の年齢層は４０代から５０代が多く、各利用者の就労状況や年齢

層におけるニーズに沿った講座となるよう、参加者の意見やアンケートの内容を分析し、改善に取り

組んでいる。 
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令和 6 年度（2024 年度）パソコン講習会事業報告 

 

【事業目的及び実施状況】 

初心者向けの「はじめてパソコン講座」と、初級者向けの「就業支援ワード・エクセル初級講座」を年３

回、セットで開催しています。令和６年度は延べ６９名が参加し、講座は土曜２回、日曜１回（計３回）の開

催とし、希望者には託児サービスを提供しました。参加者の多くはパートタイム就労中または求職中で

あり、再就職・転職をめざす方に対して、講座期間中も就業相談支援を実施しました。仕事に使えるスキ

ルを習得することで、資格取得や職務能力の向上につなげることを目的としています。「就業支援ワー

ド・エクセル初級講座」修了者には、最終日に京都市から修了証書を授与しています。 

 

はじめてパソコン講座（基礎講座） 3時間×2回＝6時間 

対  象：パソコン操作が初めての方 

講座内容：キーボード操作・タッチタイピング・フォルダとファイル操作・インターネット・メール 

操作 

受 講 料：無料（テキスト代500円） 

 

ワード・エクセル初級講座（基本操作の理解を深める） 3時間×7回＝21時間 

対  象：「はじめてパソコン講座」修了者または、同レベルの方 

講座内容：Word・Excel の初級（ファイル操作・ビジネス文書作成・表の挿入編集・画像や図形の 

活用・印刷・関数の利用・グラフの作成・データベース機能） 

受 講 料：無料（「Office2019」テキスト代 1,000円） 

 

◆年間講座実施状況詳細 

はじめてパソコン講座（２回連続講座） 

 

パソコン初級講座（７回連続講座） 

 

5/12 5/19 8/31 9/7 1/18 1/25

定　　員 15 15 15 15 15 15

申込人数 13 13 15 15 7 7

キャンセル人数

定員超落選人数

参加人数 10 9 9 10 5 4

欠席人数 2 3 2 1 1 2

託児人数 1 1 0 0 2 2

保育士 1 1 0 0 1 2

　　　

第１回 第２回 第３回

1 4 1

0 0 0

5/26 6/2 6/9 6/16 6/23 6/30 7/7 9/14 9/21 9/28 10/5 10/12 10/19 10/26 2/1 2/8 2/15 2/22 3/1 3/8 3/15

定　　員 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

申込人数 13 13 13 13 13 13 13 20 20 20 20 20 20 20 13 13 13 13 13 13 13

キャンセル人数

定員超落選人数

参加人数 11 11 10 9 10 10 9 12 13 13 11 11 10 10 10 9 5 8 6 6 8

欠席人数 2 2 3 4 3 3 4 3 2 2 4 4 5 5 2 3 7 4 6 6 4

修了証書授与者数

託児人数 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2

保育士 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

10 11 8

第１回 第２回 第３回

0 0 1

0 5 0
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年齢別参加人数

年齢
はじめて

PC 初級 合　計
はじめて

PC 初級 合　計
はじめて

PC 初級 合　計

20歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20代 0 0 0 1 1 2 1 2 3 5

30代 2 3 5 2 4 6 0 1 1 12

40代 4 5 9 3 5 8 3 5 8 25

50代 6 5 11 5 5 10 1 3 4 25

60歳以上 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2

合　計 12 13 25 11 15 26 6 12 18 69

居住区別参加者人数

居住区
はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

北　区 2 2 4 1 2 3 0 0 0 7

上京区 0 0 0 1 1 2 0 0 0 2

左京区 0 1 1 3 4 7 1 2 3 11

中京区 1 1 2 1 1 2 0 0 0 4

東山区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山科区 0 0 0 0 1 1 1 2 3 4

下京区 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2

南　区 2 2 4 2 2 4 1 1 2 10

右京区 2 2 4 0 2 2 1 3 4 10

西京区 1 2 3 0 0 0 0 1 1 4

伏見区 3 2 5 3 2 5 2 3 5 15

合　計 12 13 25 11 15 26 6 12 18 69

就労状況

就労状況
はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

在職中 5 8 13 4 6 10 3 6 9 32

求職中 4 4 8 2 3 5 1 3 4 17

休職中 1 0 1 3 4 7 0 0 0 8

雇用保険受給中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生活保護受給中 1 0 1 1 1 2 1 2 3 6

年金受給中 0 0 0 1 0 1 1 1 2 3

その他 1 1 2 0 1 1 0 0 0 3

合　計 12 13 25 11 15 26 6 12 18 69

就業形態

就労形態
はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

はじめて
PC 初級 合　計

正社員 1 1 2 1 0 1 1 3 4 7

パートタイム 4 7 11 2 5 7 2 2 4 22

派遣社員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

契約社員 0 0 0 1 1 2 0 1 1 3

自営業 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2

その他 6 4 10 7 9 16 3 6 9 35

合　計 12 13 25 11 15 26 6 12 18 69

年間
総合計

年間
総合計

年間
総合計

年間
総合計

第１回

第１回

第２回 第３回

第２回 第３回

第１回 第２回 第３回

第１回 第２回 第３回
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・はじめてパソコン講座 

・ワード・エクセル初級講座 

〈 第 1 回 〉 

「はじめてパソコン講座」は、申込者１３名、うち１名がケガのためキャンセルとなり、１２名での開催と

なった。全員が次の「初級講座」とのセット受講希望者で、講座前後に自主学習をする人が多かった。事

後アンケートでは、「内容を分かり易く指導してもらうことができた」との声が寄せられた。 

「ワード・エクセル初級講座」は、定員１５名に対し申込者１３名、キャンセルなく参加者１３名で開催。修

了証書授与者は１０名となった。就職活動中の人からは「初級修了したことを履歴書に記載できる」との

よろこぶ声も寄せられ、スキルアップと職務能力・評価のアップに役立つ講座となっている。 

〈 第 2 回 〉 

「はじめてパソコン講座」は、申込者１５名、キャンセル４名、参加者１１名での開催となった。 

「ワード・エクセル初級講座」は、１５名定員を上回る２０名の申込があり、参加者１５名でのスタートと

なり、修了証書は１１名に授与することができた。今回も講座のたびに講座時間前後の自主学習の利用

を促すようにした。アンケートでは「学べる機会があり大変嬉しい。受講できて良かった。」との声があり、

更にスキルアップをめざして、「Word・Excel 事務処理 UP↑ポイントセミナー」への参加を希望した人

が大半となった。 

〈 第 3 回 〉 

「はじめてパソコン講座」は、申込者７名、キャンセル１名、参加者６名で開催した。聴覚に障害を持つ

方からの参加申込みがあり、事前に講座体験を実施した。補聴器を利用されたが、声の大きさではなく

音声の明瞭度により聞き取れる内容が変化することなどが確認できた。担当する講師にも協力を求め、

特に問題なく講座受講が実現した。 

「ワード・エクセル初級講座」は、申込者１３名、キャンセル１名、参加者１２名で開催した。修了証書は８

名に授与された。講習途中で就職が決まった人からは「途中までの受講となったが、パソコン講座に参

加したことが役に立った。」との感想が寄せられた。講座終了後に自主学習する人も多く、その後の「仕

事に役立つExcel 講座」受講の申込みにつながった。 

 

【課題と改善点】 

受講者が最後までモチベーションを下げず意欲を持って受講できるよう職員から個別の声がけを行

った。また、同じ操作でも異なる種類の表の作成、実生活でも必要となるようなタスクを題材に取り上

げ（予定表や住所録の管理等）、毎回の講座で具体的な目標設定を行い、次回講習へつながるよう組み

立てていった。講座中にわからない点については、できるだけその場で講師に質問できる体制とし、講

座前後の予習・復習の自主学習時間を有効に活用できるよう、毎回司会からアナウンスを行った。 
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令和年 6 度（2024 年度） mama*cafe 事業報告 

 

子育て中のひとり親の母親を対象に、仕事や生活、育児に忙しく孤立しがちなシングルマザー同士の

交流促進及び生活に役立つ情報の提供を目的として、平成２１年(２００９年)より、ゆめあす独自企画と

して開催（京都市ひとり親家庭福祉連合会協力事業）しています。参加者の年代は４０代５０代が中心で、

教育費・社会保険・学習支援・健康・手作り体験など多岐にわたるテーマで開催しました。参加者からは

「情報交換やリフレッシュの機会になった」「同じ境遇の人と話せて安心した」との声が寄せられ、孤立緩

和とエンパワメントすることを目標としています。また、父子家庭向けの支援として「パパカフェ」を２月

に実施し、対話サークル形式を通じた交流とコミュニケーションに関する情報提供を実施しました。 

◆今年度の傾向と分析 

今年度の延べ参加者人数は、大人６０名（母親５７名、父親３名）、子ども１８名、合計７８名（令和５年度

比 大人２２名の減少、子ども２名の増加）となりました。令和５年度は、番外編「新 NISA について知ろ

う」を開催したことで国の新しい制度への関心が高いこともあり、参加人数の増加につながりましたが、

令和６年度もお金に関するテーマを３月に取り入れ、「春休み 親子で学ぼう！おこづかい教室」を開催

しましたが、平日開催のためか参加者数に伸びがみられませんでした。

 

開催日 テーマ 資料等

1 4月10日 FPによる教育費のお話

「データブック数字からみる人生のリスク」（明治安田生命）
京都市高校進学・修学支度金支給事業案内
京都府あんしん修学支援事業案内
母子父子寡婦福祉資金貸付事業資料
日本学生支援機構高等教育就学支援制度案内

2 5月15日 FPによる社会保険のお話
「社会保障制度ご説明ブック」（明治安田生命）
「データブック数字からみる人生のリスク」（　〃　）
「大人も子どももがんを知る本」（　〃　）

3 6月12日 くらしのアロマ
「アロマオイル資料」（Aama.Project実行委員会）

アロマシューズキーパー2個・消臭サシェ作成後に配布

4 7月10日 「ひとり親家庭等学習支援」のお話
「青少年活動センターと学習支援事業について」
「大学生がサポートする学習支援のご案内
（京都市ユースサービス協会）

5 7月14日 出張ママカフェ～お寺で至福の時間～  配布資料特になし

6 9月11日 大人の食育
「厚生労働省食事バランスガイド」食生活チェック表」
（京都府栄養士会）

7 10月9日 ハンドマッサージ 「タッチケアの効果」（NPO法人タッチケア支援センター）

8 11月13日 ペーパークラフト
 祝儀袋と箸袋作成用和紙
（一般社団法人全日本ギフト・ラッピング協会）

9 2月2日 パパカフェ
 トーキングサークルのため資料なし
（「対話之町京都ヲ目指ス上京」・ソッカ㈱）

10 3月26日 親子で遊ぼう！おこづかい教室
 FPmamaFriends「ゆめをかなえるおこづかい帳」
（夢のかけはし㈱・FpmamaFriends）
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申込・参加人数 

 

 

参加者の年齢 

 

 

参加者の居住区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人　数 4月 5月 6月 7月
出張

ママカフェ 9月 10月 11月 2月 3月 合計

申込大人（父） 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

申込大人（母） 4 5 15 8 15 10 17 13 0 7 94

申込子ども 0 0 3 0 4 2 5 4 1 8 27

キャンセル 2 3 4 3 7 4 7 11 1 7 49

参加大人（父） 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

参加大人（母） 2 2 11 5 8 7 13 5 0 4 57

参加子ども 0 0 3 0 6 1 2 1 1 4 18

参加合計（大人+子ども） 2 2 14 5 14 8 15 6 4 8 78

年　齢 4月 5月 6月 7月
出張

ママカフェ 9月 10月 11月 2月 3月 合計

20才未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20代 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2

30代 0 0 1 0 3 1 3 2 0 1 11

40代 0 1 7 3 3 2 5 0 1 1 23

50代 2 1 3 2 2 3 4 2 2 1 22

60歳以上 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

合計（大人） 2 2 11 5 8 7 13 5 3 4 60

居住区 4月 5月 6月 7月
出張

ママカフェ 9月 10月 11月 2月 3月 合計

北　区 0 0 1 0 1 2 1 1 0 0 6

上京区 0 0 2 0 3 0 1 1 0 0 7

左京区 0 1 3 1 0 1 3 0 0 3 12

中京区 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2

東山区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山科区 1 0 1 2 1 2 1 0 0 1 9

下京区 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

南　区 0 0 2 0 0 1 3 0 0 0 6

右京区 0 0 1 0 2 0 1 1 0 0 5

西京区 1 0 1 1 1 1 1 1 1 0 8

伏見区 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 3

秘　匿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計（大人） 2 2 11 5 8 7 13 5 3 4 60
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出張 mama*café ～お寺で至福の時間～ 

 

地域とのつながりを深め、支援の裾野を広げる目的で、上京区の寺院にて「出張 mama*café」を開 

催しました。ひとり親支援団体の代表である住職の協力を得て、落ち着いた雰囲気の中で交流が行わ

れました。当日はスクールソーシャルワーカーとゆめあす相談員がファシリテーターとして参加し、自由 

な対話のなかで生活上の悩みや育児の困りごとが共有され、ピアサポートの雰囲気が自然に醸成され

ました。参加者からは「お寺での開催ということで普段とは違う気持ちになれた」「非日常の空間で気持

ちがリフレッシュできた」などの感想が寄せられました。地域に住む人や引っ越してきたばかりの人など

新しい参加者も多く、利用者の顔ぶれにも変化がありアウトリーチ効果が出た出張ママカフェとなりま

した。今後も、地域のひとり親支援団体とのネットワーク連携を通じて、ひとり親家庭支援の輪を広げる

取り組みを進めていきます。 

日 時 ：  2024 年 7 月 14 日（日）16：00～18：00 

場 所 ： 大本山妙蓮寺塔頭 玉龍院 （上京区堀川寺之内） 

講 師 ：  中道亜子（住職）浅井田淳子（スクールソーシャルワーカー）倉島加奈子（ゆめあす相談員） 

参加者： 大人 8 名 子ども 6 名 （申込者 大人 15 名 子ども 4 名） 定員 12 名（大人＋子ども） 

 

【申込・参加状況】 

  

【実施内容報告】 

主催者挨拶のあと円座になり、A４画用紙に「今日呼んでほしい名前、居住区、子どもの年齢、参加動 

機」を自ら書いて自己紹介を行い、ひとり親家庭としての様々な経験が語られた。その後、２つのグルー 

プに分かれ、就学児グループはスクールソーシャルワーカー、乳幼児グループはゆめあす相談員がファ 

シリテーターとして参加、こどもの年代が同じで共通の話題が多く交流を深めた。市外からの転入組が 

３世帯あり、そのうち２世帯は家族や友人が近くにいない環境であり、「ひとり親同士の実交流を楽しみ 

にしていた」、「SNS は利用しているが、実際に会えるひとり親はおらず、休日は母子２人だけで過ごし 

ている」などの話が出た。その間、こどもたちは京大ボランティアサークルの学生とゲームで過ごし、乳

幼児は別室で保育士が対応。ママカフェ終了後はこども食堂が開催され、同じメンバーで食卓を囲み、

多くの参加者から、「安心して話せて、とてもいい時間が過ごせた」との声が寄せられた。 

アンケート回答： とてもよかった よかった

7 1

参加者年齢： 30代 40代 50代

3 3 2

参加者居住区： 上京区 右京区 北区 山科区 西京区

3 2 1 1 1
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令和 6年度（2024年度）ファミリーネットワーク事業報告書 

 
【事業目的及び実施状況】 

ひとり親家庭では仕事や家事・育児など日々の生活に追われ、親子での外出やレクリエ

ーションの機会が少なくなりがちです。ファミリーネットワーク事業では親子で楽しめるイ

ベントを中心に、親同士の交流、親子の会話、他のひとり親当事者と情報交換や悩みを共

有できる場の提供を行っています。無料または低廉な実費負担を基本として、ひとり親家

庭が親子で楽しめる内容を企画しています。令和６年度は、ひとり親家庭では経済的・時

間的事情により、文化体験が少なくなる傾向が認められるため、京都市京セラ美術館での

見学会や、茶筅で点てる抹茶体験など、主に京都の自然や文化資源を活用しての体験会

を企画・実施しました。 

■年間イベント実施状況（令和６年４月～令和７年３月） 

※第 3回は父子家庭対象として、生活支援講習会等事業と連動して実施 

■実施内容詳細 

第１・２回 親子で楽しむミュージアム「金曜ロードショーとジブリ展」見学会 

京都市京セラ美術館で開催の「金曜ロードショーとジブリ

展」を親子で見学。同展は、時間指定制チケットであったため

年齢区分によって第１回（幼児・小学生の親子対象）、第２回

（中高校生の親子と寡婦対象）に分けて実施した。また会場内

の混雑状況を鑑み、見学は一斉ではなく各自で行うこととし

た。高校生や大学生の子が展示を見ながら親と話す姿や、親

子一緒に写真を撮る姿が見受けられた。美術館などに親子で

出かける機会が少ないとの声が多かったため、市内に多数の

ミュージアムがある文化都市京都としての残念な状況と考え、

今回同様の企画を継続的に実施していきたい。 

事業名 開催日 申込数 参加数 場所 参加費

第1回
親子で楽しむミュージアム
「金曜ロードショーとジブリ展」見学会

6月15日(土) 126名 32名 京都市京セラ美術館 無料

第2回
親子で楽しむミュージアム
「金曜ロードショーとジブリ展」見学会

6月15日(土) 54名 29名 京都市京セラ美術館 無料

第3回 父子家庭対象：おやこバーベキュー 9月8日(日) 20名 15名 宇治市植物公園横レストラン 無料

第4回 七五三撮影会 10月20日(日) 8名 ゆめあす 1,000円

第5回 七五三撮影会 10月20日(日) 10名 ゆめあす 1,000円

第6回 親子で年賀状教室 11月2日(土) 17名 14名 ゆめあす 無料

第7回 親子で年賀状教室 11月2日(土) 12名 11名 ゆめあす 無料

第8回 クリスマスケーキプレゼント 12月15日(月) 33名 ゆめあす 無料

第9回 クリスマスケーキプレゼント 12月15日(月) 32名 ゆめあす 無料

第10回 親子で鳥の巣を作ろう 2月23日(日) 24名 10名 ゆめあす 無料

第11回 おうちで抹茶を楽しもう 3月2日(日) 33名 15名 ゆめあす 無料

第12回 おうちで抹茶を楽しもう 3月2日(日) 67名 16名 ゆめあす 無料

人数　計 590名 225名

34名

203名
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第３回 父子家庭対象：おやこバーベキュー 

ひとり親（父子）家庭同士や親子交流ができる交

流会として企画。生活支援講習会等事業「宇治市植

物公園で自然観察会」を午前中実施。同日午後か

ら引き続いて実施。宇治市植物公園の駐車場横に

ある「レストラン＆ガーデン蝶々」のテラスにてバー

ベキュー（炭焼きグリル）を実施した。子どもの年齢

層が幅広く、幼児（６才）から大学生までの参加が

あった。大学生や高校生が中心に炭焼きコンロで

肉・野菜を焼く作業を手伝った。食事のあとも参加

者同士の話が続いていた。京都市内中心部から離れてはいるが、車で行きやすい場所で

あったことも参加者には参加しやすい要件となった様子であった。 

 

第４・５回 七五三撮影会 

着物貸出事業の七五三用着物を活用し、プロカメラマンによる本格的な撮影会となっ

た。３歳・５歳.７歳それぞれ一式の着付けの他、メイクアップアーティストによりメイク（顔・

髪型）をほどこし、女の子は髪飾り（ボランティア手作り品）も付けた。また千歳飴（伝統柄

手提げ袋入り）は参加者全員へ配付した。背景や照明など本格的なスタジオ設備を設営し

ての撮影となった。参加者に渡す写真は２ポーズ（子ども単独ポーズと、母親一緒のポー

ズ）だが、選択肢が増えるよう小道具を変えながらいくつものポーズで撮影がなされた。  

参加者アンケートでは「（参加費が）1000円ということもあり、もっと簡単なものかと

思っていましたが、とても本格的で、ひとりひとり何枚もお写真を撮っていただけたり、お

着物も丁寧に着付けしていただいたりと大変満足でした。息子もとてもたのしかったと寝

る直前まで言っていたほどです。改めて、ありがとうございました」「本日は、ありがとうご

ざいました。なかなか私だけでは経験させてやれないことだったので、本当にありがたか

った」といった感想が寄せられた。後日、六ツ切りサイズ写真２枚入りの台紙と、撮影デー

タ入りのＣＤ－ＲＯＭ１枚をレターパックで各自の自宅へ送付した。 

 

第６・７回 親子で年賀状教室 

家庭でパソコン作成やプリンター印刷の環境がない親子を対象として年賀状作成教室

を開催。講師からイラストや、子どもを撮影した写真を利用したオリジナルの年賀状作成に

ついて丁寧な指導があった。はがきは基本１家族 20枚用意し、追加希望については有償

で提供となった。親子で送り先ごとに相談しながら複数のデザインを使って作成した。ス

マホ中心となり、パソコンがない家庭や、パソコンがあっても機能を上手く活用できてい

ない家庭が多い様子がうかがえた。 

 

第８・９回 クリスマスケーキプレゼント 

有名洋菓子店のクリスマス・ミニ・ホールケーキのプレ

ゼントと合わせ、クリスマスにちなんだ飾りつけや、折り

紙などを親子で楽しむ機会とした。ゆめあす併設の葵児

童館の遊戯室に、クリスマスツリーと電飾、写真撮影用の

背景幕やぬいぐるみ等を設置し、サンタクロース（ボラン 
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ティア）と一緒に写真撮影ができるようにした。ボランテ

ィアによる折り紙でつくる「ミニ・クリスマスツリー」も子

ども達には好評の様子であった。最後にケーキ引換券

を渡し、近隣のケーキ店で受け取る流れを作った。後

日、参加者からお礼のメッセージや写真が多数届いた。 

 

第１０回 親子で鳥の巣を作ろう 

当日午前中、生活支援講習会等事業「野鳥観察会」を加茂川で実施、午後から引き続き、

日本野鳥の会京都支部から講師４名が来館。鳥の巣箱工作キットを使用し、親子で１台ず

つ組み立て持ち帰ってもらった。最初のレクチャーでは講師より、適切な場所に巣箱をか

けることにより、京都の自然環境をよくすることにつながる、とのお話もあった。実際の工

作では、ほぼマンツーマンで組み立て・釘打ちなどの指導を受けた。 

 

第１１・１２回 おうちで抹茶を楽しもう 

日常においても日本文化に親しむ機会を増やすことを目的

に開催。裏千家の師範免状をもつ講師の指導により、親と子そ

れぞれが茶筅で抹茶を点てた。家にあるもので気軽に抹茶を

楽しむコツが伝えられ、家庭での再現性を高くするため、お茶

用の和菓子の他に洋菓子（ワッフル）も一緒に提供した。各自が

使った茶筅は１回分ずつの抹茶小袋と共に持ち帰りしてもらっ

た。 

参加者アンケートでは「お抹茶の歴史なども簡潔に教えても

らい、興味を持ちやすかったようです。お菓子やお土産まで用

意していただいて、帰ってすぐ楽しめるようにしていただいた

こともとても嬉しかった」「今まで難しい作法などのイメージで

したが、もっと気軽に抹茶を楽しんでいいと思えて、美味しく

味わいました。（作法などを気にすると味わう余裕がない…）子

どもは、『いっぱい珍しいことが体験できて楽しかった。抹茶は

ほろ苦くておいしかった』といい、帰ってさっそく祖父母に立て

ていました」などの感想が寄せられた。 
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令和 6年度（2024年度） 生活支援講習会等事業報告 

 

【事業目的及び実施状況】 

ひとり親家庭は生活の中で、こどもの養育や親子の健康面の不安など様々な問題を抱え

ています。本事業は法律や社会の仕組みへの理解を深め、生活の向上ための知識を学んだ

り、親とこどもの心身の健康を図ることにより、ひとり親家庭等の地域での生活を総合的に

支援することを目的としています。 

各講座には各テーマ別に専門的知識を有する講師を招き、具体的な事例に沿って参加者

の理解が深まるよう工夫しています。弁護士による養育費の取得手続きや共同親権、先取

特権の解説、自然災害時の避難、育児、ひとり親の健康管理などの様々な支援に関する講習

会を開催しています。 

 

■年間イベント実施状況（令和６年４月～令和７年３月） 

※第 4回は父子家庭対象として、午後のファミリーネットワーク事業と連動して実施 

 

■実施内容詳細 

第１回 春のＫａＱｉＬａ（カキラ）体験会 

日常生活で知らず知らずのうちにたまる身体の歪

みやコリを、自分自身でケアできるよう頑張らない機

能改善法について、日本発祥のエクササイズ・メソッ

ドの講習会を実施。講師は、日本総合健康指導協会

公認・認定カキラリスト。参加者の座る位置が重なら

ないように紙でマーキング、全体のレイアウトを横広

に変更し、どの参加者からも講師の動きが見えやす

くなるように工夫した。「楽しく気持ちよく体を動かせて、良いストレス発散になった」や、

事業名 開催日 申込数 参加数 場所 参加費

第1回 春のKaQiLa（カキラ）体験会 4月28日(日) 18名 13名 ゆめあす 無料

第2回
ゆめあす養育費セミナー
「離婚についてあなたの知りたいこと話します」

6月28日(金) 4名 3名 ゆめあす 無料

第3回 基本のセルフハンドケア＆ネイル講座 7月7日(月) 11名 8名 ほっこりはあと出町 無料

第4回 父子家庭対象：宇治市植物公園で自然観察会 9月8日(日) 15名 10名 宇治市植物公園 無料

第5回 おやこで体験！「ひなんしょ」ってどんな感じ？ 10月6日(日) 8名 8名 ゆめあす 無料

第6回 おやこで体験！「ひなんしょ」ってどんな感じ？ 10月6日(日) 16名 14名 ゆめあす 無料

第7回
ゆめあす養育費セミナー
「改正民法で何が変わるの？」

1月26日(日) 14名 13名 ゆめあす 無料

第8回 野鳥観察会 2月23日(日) 13名 11名 ゆめあす、賀茂川河川敷 無料

第9回 ろっ骨エクササイズ「カキラ」体験会 3月16日(日) 15名 10名 ゆめあす 無料

人数　計 114名 90名
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「体を動かす機会も少なく、でも体を動かしたい！と思っていた私にちょうど良い機会でし

た。家でもできそうな動きも教えていただけたので、意識して体をほぐしていきたいと思い

ました」などの感想が事後アンケートに寄せられた。 

 

第２回 養育費セミナー「離婚についてあなたの知りたいこと話します」 

離婚前について知っておきたいこと、ひとり親になってから知りたいことを女性弁護士が

講演。質疑応答の時間を設け、参加申込み時に事前収集した質問への回答を行ったほか、離

婚予定の方から離婚前手続きの詳細についての質問があった。弁護士の回答の他にも、「年

金分割の手続きを知りたい」との要望があったため、セミナー終了後にゆめあす相談員が対

応した。個別の法律相談の時間も設定し、「養育費を支払ってもらうにはどうすればよいか」

「元夫から養育費や荷物を回収するにはどうすればよいか」などの相談があった。 

 

第３回 基本のセルフハンドケア＆ネイル講座 

楽しみながら健康管理にも役立ててもらうことを目的として開催。ネイルケアは爪を美し

く整えるだけでなく、爪を健やかに保つという目的があり、定期的に爪の状態を見ることで

体調の変化の気づきにもつながるとの説明が講師からあった。自宅での再現が可能になる

よう使用教材はすべて参加者に持ち帰ってもらった。参加者の一人より、「数年前より原因

不明の手足のしびれがあり、医師からも細かい作業がリハビリになるとすすめられた。（講

座後に）自宅でもネイルを行うようになり、その効果として気分の高揚があり、嬉しい気分に

なる」との感想が寄せられた。 

 

第４回 父子家庭対象：宇治市植物公園で自然観察会 

ひとり親（父子）家庭同士の交流および、身近な自然に親子

で親しむことができるよう、自然観察のコツを学ぶ機会として

実施。宇治市植物公園職員のガイドにより、観覧温室などを見

学した。当日、親子で観察したことを共有する仕掛けとして、大

きな和紙に「ハッケンのキ（木）」を参加者に描いてもらった。各自が観察

で見つけたことを「葉っぱ形シート」に記入し、「ハッケンのキ」の幹に張

り付けた。最後に「ハッケンのキ」と、講師の宇治市植物公園職員ととも

に参加者全員で記念撮影を行った。 

 

第５・６回 おやこで体験！「ひなんしょ」ってどんな感じ？ 

災害時の避難所についてはなかなか知る機会がないた

め、避難のシュミレーション体験を通じて、実際の避難行動

がスムーズに運ぶことを目的に実施した。また、京都市の避

難所の基本的な設備・備蓄品を知り、自宅で備えるべき防災

備品を具体的に想定した内容となった。「京都市政出前トー

ク」の講師の話しと、段ボールベッド・簡易トイレの組み立て

体験、使用体験を組み込んだ。小学校高学年以上の親子を

対象とした回では、活発に質問が出ており小学生にも理解が
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深まった様子がうかがわれた。体験は１回目、２回目ともに積極的な参加があり、特に、簡易

トイレの体験は子どもたちも興味津々の様子で、実際の避難所にある防災備品を知ること

につながった。 

 

第７回 養育費セミナー「改正民法で何が変わるの？」 

法改正により 2026年 5月までに施行される「離婚後の共同親権」「養育費の先取特権」

導入に備えて、養育費等の考え方や制度の運用について

は不明な点も多いため、現時点における解説を弁護士か

ら聞く機会とした。申込み時に参加者から質問を収集し、

事前に講師へ伝えたものをベースに、会場で活発な質疑

応答が行われた。セミナー終了後、個別相談（30分間）を

設け、事前申込みの希望者４名に対して個別のケースに

合わせた具体的なアドバイスを受ける機会を設けた。 

 

第８回 野鳥観察会 

日本野鳥の会京都支部から講師を迎え、親子で身近な自然に

触れる機会とした。初めに、ビデオやパワーポイントを使って野

鳥についての基本的知識の解説を受け、途中でクイズを交える

など子ども向けに工夫された進行となった。また、大人・子ども

全員に１台ずつ双眼鏡を貸与し、観察の前に双眼鏡の持ち方・ピ

ントの合わせ方などにも丁寧な指導があった。路線バスで賀茂

川河川敷へ移動し、ゆっくり歩きながら、カモ類などの野鳥を観

察。倍率の大きいスコープ（三脚付き）を３台用意していただき、

見逃しがちなジョウビタキなどの小鳥もはっきりと見ることがで

き、大人も子どもも歓声を上げながらの観察となった。普段の生

活環境の延長線上で、手軽にできる自然観察の楽しみを提供す

る機会となった。 

 

第９回 ろっ骨エクササイズ「カキラ」体験会 

第一回目に引き続いての講座となった。ろっ骨などの関節をほぐし、肩こりなど身体の不

調を改善するエクササイズとして、日常生活のなかでも実践できるよう「がんばり過ぎない」

やり方の指導を受けた。今年度２回目の開催であったが、一回目参加者と未経験者が約半

数ずつくらいの参加であった。対象は大人のみとして子どもの参加はなかった。からだに大

きな負担をかけず機能改善をはかるエクササイズなので、比較的誰でも参加できるメリット

があるため、今後の開催時には年齢層の高い寡婦への広報も行う予定。 
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令和６年度（２０２４年度）日常生活支援事業報告書 

【日常生活支援事業の目的】 

この事業は、母子家庭、父子家庭及び寡婦が、修学等の自立を促進するために必要な事由や疾病

などの事由により、一時的に生活援助、保育サービスが必要な場合又は生活環境等の激変により、

日常生活を営むのに支障が生じている場合に、その生活を支援する者（以下、「家庭生活支援員」と

いう。）を派遣するなど、母子家庭、父子家庭及び寡婦の生活の安定を図ることを目的とします。 

【年次報告】 

令和６年度は生活支援２４２回４０６時間、子育て支援７０回７０時間の利用があり、約８5％が生

活支援となった。「生活支援」「子育て支援」ともに、就労に関わる理由が多い。家事や子育てがワン

オペとなるため、体力的、精神的にも負担をかかえるケースが多い。①長時間労働や多忙な毎日に

より心身に不調が起こる②子どもとの時間（育児・学習）が取れない③仕事と家事・育児が多忙で家

の片付けができない④資格取得のための就学環境が整わない、などのケースで支援を実施。なお、

仕事が安定していても生活面で支障が出ているひとり親家庭も多く、ひとり親家庭の日常生活を

具体的に支える支援制度として機能している。 

【実施状況】 

■生活支援の内容 

 生活支援とは、ひとり親家庭の親が病気、就職活動、就学、研修、出張などで、日常の家事をする

ことが困難な時に、家庭生活を一時的に支援する制度です。 

◆ 支援内容の例： 

ア 食事の準備及び後片づけ イ 住居の軽易な掃除及び片付け ウ 衣類の洗濯及び補修 

エ 生活必需品の買物 オ 医療機関等との連絡 カ その他必要な用務   

（支援事例）  

・資格取得の就学中のひとり親家庭への支援 

母親が資格取得のために専門学校へ通っているが、試験中は平日の夕方に家事を行う時間が確

保できない日があるため、就学期間中、週２回ヘルパーが訪問し、夕食作りと洗濯・掃除などの支援

を行った。 

■子育て支援の内容 

子育て支援は、ひとり親家庭が直面する子育てに関する困難を軽減し、親子の生活の安定と子ど

もの健やかな成長を支えることを目的とした支援です。 

ア 保育園や幼稚園、学校、こども関連施設への送迎 イ 利用者の居宅以外での保育サービスの

提供等。 ※利用者の居宅における保育サービス及びこれに附帯する支援は、「生活支援」となる。 

（支援事例） 

・掛け持ちで仕事をしている母親への子育て支援 

仕事場所が複数となるため、曜日によっては子どもの送迎ができないため、週に３回保育園への

送迎と母親が帰宅するまでの見守り。ケースによっては複数の支援員で対応を行った。 

【日常生活支援のポイント】 

家事支援においては、日常生活支援の利用が自立への足ががりとなるよう配慮し、派遣がない

曜日であっても、本人の希望を尊重しつつ家事や食事がスムーズに行われる方向で助言している。 
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6-9時 9-12時 18-22時 6-9時 9-12時 18-22時

2,320 1,860 2,320 1,120 900 1,120 回数 時間 派遣手当 交通費

４月 18 35 18 17 72,920 5,060 3 3 3 3,360 1,380 21 38 76,280 6,440 82,720

５月 17 29 9 20 63,140 5,520 3 3 3 3,360 1,380 20 32 66,500 6,900 73,400

６月 19 29 13 16 61,300 8,220 5 5 5 5,600 2,660 24 34 66,900 10,880 77,780

７月 20 32 17 15 66,420 5,060 6 6 6 6,720 3,480 26 38 73,140 8,540 81,680

８月 14 21 9 12 44,580 5,980 5 5 5 5,600 3,740 19 26 50,180 9,720 59,900

９月 21 34 17 17 71,060 5,980 7 7 7 7,840 4,660 28 41 78,900 10,640 89,540

１０月 21 33 14 19 70,120 6,440 7 7 7 7,840 4,660 28 40 77,960 11,100 89,060

１１月 20 31 11 20 66,860 5,980 7 7 7 7,840 4,660 27 38 74,700 10,640 85,340

１２月 20 31 14 17 65,480 8,280 7 7 7 7,840 4,300 27 38 73,320 12,580 85,900

１月 25 48 37 11 94,340 9,500 6 6 6 6,720 3,840 31 54 101,060 13,340 114,400

２月 26 46 39 7 88,780 11,340 6 6 6 6,720 3,840 32 52 95,500 15,180 110,680

３月 21 37 28 9 72,960 10,020 8 8 8 8,960 4,760 29 45 81,920 14,780 96,700

合計 242 406 0 226 180 837,960 87,380 70 70 0 0 70 0 78,400 43,360 312 476 916,360 130,740 1,047,100

計
合計

令和6年度実績

時間（2人目） 派遣手当派遣手当 交通費 回数回数時間 時間 交通費

生活支援 子育て支援
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大人 子ども 合　計

就業相談 855 20 875

一般相談（就業相談との重
複含む）

1042 410 ※重複なし

特別相談 61 6 67

就職準備セミナー 151 0 151

mama＊cafe 52 12 64

パソコン講座 249 0 249
※第1回～3回の
延べ人数を記載

パソコン利用（相談時） 10 0 10

生活支援講習 55 27 82

ファミリーネットワーク 110 115 225

日常生活支援 23 0 23

着物貸出 19 14 33
※問い合わせで
来館した人をプラス

スーツ 6 0 6

見学 24 0 24

会議室等利用 158 0 158

まつり等合同行事（11月） 205 200 405

ハローワーク巡回相談 68 2 70

その他 75 13 88

令和6年度合計 3163 409 2940

※令和5年度実績 2521

令和6年度（2024年度）度京都市ひとり親家庭支援センター利用者数
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